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箕 作 候 補 地 須 原 候 補 地
土地の所有
対 象 面 積 約14,000㎡
造成後平場面積 約10,000㎡

利活用検討結果

民 有 地
約20,000㎡
約16,000㎡
「地域住民の誰
もが気軽に楽し
むことができ、地
域の絆と交流を
深める憩いの
場」の整備を進
めていくべき。

「地域住民だけ
でなく、周辺市町
の人々や観光客
も呼び込み、地
域ににぎわいと
元気を生み出す
拠点」の整備を
進めていくべき。

凡　　例

伊豆縦貫自動車道

主要道路

鉄道

県道河津下田線

地域界

行政界

観光・歴史・文化遺産

生活支援施設

教育関連施設文

主な山

河川

遊歩道

「命の道」
伊豆縦貫自動車道だより 伊豆縦貫自動車道だより 伊豆縦貫自動車道だより 伊豆縦貫自動車道だより 

問合せ先　建設課伊豆縦貫道係 ☎㉒2219

伊豆縦貫自動車道事業で生じる
建設発生土の有効活用について検討しています

令和元年
８月発行

広
報
し
も
だ
　
令
和
元
年
8
月
2
日
発
行
 ●
 毎
月
１
回
発
行
 ●
 下
田
市
役
所

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。市役所へどしどしお寄せください!

河内にお住いの

おやつ大好き♪

沢山食べて大きくなるぞっ！

歩けるようになったら

公園や海で遊ぶんだ☆

土屋　有史さん・絵里さんの

長男　奏波くん（1歳０か月）

伊豆縦貫自動車道を早期完成しよう!!
「伊豆縦貫自動車ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と活性化を県内外に
ＰＲしましょう!! ご利用方法については、以下の市ホームページをご覧ください。
■下田市ホームページ　https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/
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今
後
は
説
明
会
等
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
意
見
、ご

要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
記

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
事

業
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
、
切
土
工
事

等
に
よ
っ
て
生
じ
る
建
設
発
生
土

の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
あ
ま
り
利
用
さ

れ
て
い
な
い
土
地
、
地
形
的
に
活

用
の
難
し
い
土
地
等
に
発
生
土
で

埋
立
て
を
行
い
、
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
有
効
活
用
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
区
長
会
等
か
ら
の
要
望
等

に
よ
り
、
現
在
２
箇
所
（
須
原
、

箕
作
）
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
当

該
候
補
地
の
埋
立
て
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
地
元
区
の
区
長
さ
ん

を
含
め
、
地
域
の
代
表
者
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。  


